
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

　

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

　

 

 

 

 

 

 

 

　

 
　

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 　

　
　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
恵
那
市
で
は
定
住
化
促
進

施
策
と
し
て
『
市
外
か
ら
恵

那
市
に
転
入
し
て
く
る
人
』

で
、
か
つ
『
住
宅
を
新
築
す

る
人
』
を
対
象
に
様
々
な
奨

励
金
や
税
金
面
で
の
優
遇
措

置
を
と
っ
て
い
ま
す
。
上
記

の
表
は
こ
れ
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
に
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
の
で
、
参
考
に
し
て
下
さ

い
。
　
ま
た
、
市
内
在
住
の
方
で

も
、
『
市
内
業
者
と
契
約
』

し
、
『
地
域
材
の
柱
を
使
用

し
た
新
築
住
宅
を
建
築
』
す

る
と
、
固
定
資
産
税
の
減
免

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
優
遇

が
あ
り
ま
す
。

　
条
件
や
申
請
方
法
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（   　
住
宅
事
業
部
・
木
藤
）
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耐
震
改
修
工
事
で

　
　
　
　
安
心
我
が
家

　

 

 

　
【
編
集
後
記
】

　

先
日
、
恵
那
市
の
定
住
促
進
事

業
の
詳
細
を
伺
い
に
市
役
所
に
出

掛
け
た
際
に
、
担
当
課
長
様
よ
り

『
是
非
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
』
と

仰
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
月
号
の

特
集
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ま
た
最
近
各
所
で
起
こ
っ
て
い

る
大
地
震
を
受
け
て
、
耐
震
問
題

に
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
事
例
を

参
考
に
、
ご
一
考
し
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　

（
編
集
局　

木
藤
）

今
こ
そ
恵
那
に
住
も
う
！

マルホ

  

 例 ： 義務教育以下の子供が２人いる家族が、地域材を使用し140㎡（約
42坪）の新築住宅（固定資産税が112,000円）を建築し、市外から転入し
た場合
国の減免（120㎡分）の1/ 2　→　48 , 0 0 0円×3年間＝14 4 , 0 0 0円
市の減免（120㎡分）の1/ 2　→　48 , 0 0 0円×3年間＝14 4 , 0 0 0円
定住奨励金　　　                                                      25万円
義務教育の子供1人につき　  　　　     　5万円×2人＝10万円
地域材の柱を使用                            4.5万円～20万円の奨励金

 

　入
れ
て
建
物
を
補
強
し
た
り
、
新

た
に
耐
力
壁
を
設
け
て
耐
震
性
を
向

上
す
る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
耐
震
改
修
工
事
と
並
行
し
て

行
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
は
、
洗

面
所
に
ガ
ラ
ス
瓦
を
利
用
し
た
天
窓

採
光
を
設
け
た
り
、
キ
ッ
チ
ン
を
対

面
式
の
も
の
に
交
換
し
た
り
と
何
度

も
Ｎ
様
ご
夫
妻
と
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
て
、
快
適
な
空
間
を
目
指
し
ま
し

た
。
　
岐
阜
県
や
市
町
村
で
は
無
料
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
弊
社
に
も
木

造
耐
震
診
断
士
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（  　

 

住
宅
事
業
部
・
田
口
）

 

国の減免
（120㎡分）の
1/2　
→48,000円

48,000円

16,000円

 

64,000円

96,000円
120㎡分の税額

16,000円

112,000円
（140㎡）

20㎡分の税額

 

16,000円

市の減免
（120㎡分）の
1/2　
→48,000円

国の減免
（120㎡分）の
1/2　
→48,000円

 

耐力壁の新設

金物補強

　
昨
年
施
工
さ
せ
て
頂
い
た
Ｎ
様

邸
耐
震
改
修
工
事
で
す
。

　
Ｎ
様
は
、
瑞
浪
市
の
無
料
耐
震

診
断
制
度
を
利
用
し
、
耐
震
診
断

を
行
っ
た
結
果
、
「
倒
壊
の
恐
れ

あ
り
」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

「
家
族
の
想
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
た
大
切
な
家
に
、
少
し
で
も
長

く
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

と
耐
震
改
修
工
事
を
決
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助
金

を
利
用
し
て
、
筋
交
い
や
金
物
を

　

 
　

中
津
川
市
の
劇
団
夜
明

け
の
定
期
公
演

【
日
時
】
５
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
８
日
（
土
）

【
場
所
】
福
岡
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー

『
人
を
食
っ
た
話
』

　　
皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上

是
非
、
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

【
連
絡
先
】

中
津
川
市
中
津
川
八
六
九
の

七
一

０
５
７
３
‐
６
６-

６
０
３
６

伝
言
板

恵那市って
いろいろな施策があるのね～

今がお得な理由！
恵那に住むといろいろな
奨励金や優遇が･･･。
あなたに当てはまる項目を
右の表から探してみよう！

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
私
が
受

け
た
講
義
を
そ
の
ま
ま
書
く
。

但
し
私
が
正
確
に
理
解
出
来
て

い
る
保
証
は
な
い
。
一
言
で
表

現
す
れ
ば
カ
ン
ト
と
は
、
「
人

間
が
考
え
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
決

め
た
人
」
だ
そ
う
だ
。
そ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
は
人
間
が
経
験
出

来
う
る
範
囲
内
。
例
え
ば
神
や

宇
宙
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
範
囲
外

と
な
る
。
カ
ン
ト
の
主
張
は
、

神
は
存
在
し
な
い
と
云
う
こ
と

で
は
な
く
、
神
の
存
在
を
証
明

す
る
の
は
不
可
能
だ
と
云
う
も

の
。
宇
宙
に
関
し
て
も
人
間
が

経
験
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
超

経
験
的
な
も
の
で
あ
る
故
、
科

学
的
認
識
の
対
象
か
ら
は
外
す

と
云
っ
た
こ
と
だ
そ
う
だ
。
そ

し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
範
囲
内

　

難
解
至
極
。
何
度
読
み
返
し

て
も
私
ご
と
き
の
理
解
を
超
越

し
て
い
る
。
小
学
生
が
い
き
な

り
大
学
の
専
門
書
を
読
む
よ
う

な
も
の
だ
。
そ
ん
な
私
が
こ
の

本
を
紹
介
す
る
生
意
気
さ
、
滑

稽
さ
、
浅
は
か
さ
を
お
許
し
頂

き
た
い
。
但
し
、
難
解
な
の
に

は
理
由
が
あ
る
。
先
ず
カ
ン
ト

は
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
た

め
に
書
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

主
義
主
張
を
伝
え
よ
う
と
書
い

て
い
な
い
。
も
う
一
点
、
全
て

の
哲
学
書
や
法
律
書
は
正
確
を

期
す
る
た
め
他
の
解
釈
が
出
来

な
い
よ
う
、
が
ん
じ
が
ら
め
に

書
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
文
章

と
し
て
は
ど
う
し
て
も
読
み
辛

い
も
の
に
な
る
。

　

カ
ン
ト
は
、
七
つ
の
橋
渡
り

で
有
名
な
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ケ

ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
で
皮
具
職
人

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十

六
歳
で
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
大

学
に
入
る
が
途
中
父
を
亡
く
し

中
退
。
そ
の
後
、
家
庭
教
師
な

ど
を
し
て
生
計
を
た
て
た
。
暫

く
し
て
学
位
を
取
得
し
母
校
で

私
講
師
と
な
る
。
こ
の
私
講
師

と
云
う
の
は
大
学
か
ら
の
給
与

が
払
わ
れ
る
訳
で
は
な
く
大
学

の
教
室
を
借
り
て
受
講
生
を
有

料
で
集
め
る
も
の
。
彼
は
堅
物

中
の
堅
物
だ
っ
た
が
、
講
義
の

時
だ
け
は
丸
で
別
人
の
人
気
講

師
。
教
え
る
科
目
は
天
才
故
な

ん
で
も
ご
ざ
れ
。
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
教
え
た
。
私
講
師

と
し
て
十
余
年
の
年
月
を
経
て

教
授
に
招
聘
さ
れ
た
。

の
も
の
だ
け
を
、
感
覚
で
は
な

く
理
に
合
う
か
否
か
で
判
断
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
理

性
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
性
的
で
あ
る
に
は
リ
ズ
ム
が

一
定
し
た
平
穏
無
事
な
生
活
を

送
る
必
要
が
あ
る
。
生
活
に
波

風
が
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
一
切

避
け
、
一
年
三
六
五
日
寸
分
と

狂
わ
ぬ
毎
日
を
送
っ
た
。
平
穏

無
事
を
築
く
た
め
に
彼
は
兄
弟

と
も
付
き
合
わ
ず
生
涯
独
身
と

云
う
徹
底
ぶ
り
。
毎
朝
五
時
に

起
床
。
そ
し
て
紅
茶
二
杯
と
た

ば
こ
一
服
。
食
事
は
十
三
時
か

ら
一
日
一
食
の
み
。
十
六
時
か

ら
は
同
じ
道
を
同
じ
ペ
ー
ス
で

同
じ
コ
ー
ト
を
着
て
八
往
復
す

る
散
歩
。
街
の
人
は
カ
ン
ト
が

カント像

  
古
典
六
十
選　
…
グ
ル
ー
プ
代
表
阿
部
伸
一
郎
… 

読
書
尚
友
〜
読
書
を
し
て
昔
の
賢
人
を

　
　
　
　
　
友
に
す
る
こ
と
〜

「永
久
平
和
の
た
め
に
」

　
　
　
カ
ン
ト　
（ド
イ
ツ
）　
１
７
２
４
〜
１
８
０
４

４
／
６
０

ど
こ
を
歩
い
て
い
る
か
で
時
計

を
合
わ
せ
た
と
云
う
ほ
ど
。
勿

論
旅
行
も
し
な
い
。
よ
っ
て
彼

は
生
涯
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
の

外
に
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
の
本
の
中
に
日
本
の
鎖
国
を

絶
賛
す
る
話
が
出
て
く
る
が
、

こ
う
し
た
彼
の
膨
大
な
知
識
は

全
て
書
物
か
ら
得
た
。　

　

そ
し
て
、
こ
の
「
永
久
平
和

の
た
め
に
」
だ
が
、
プ
ロ
イ
セ

ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
結
ば
れ

た
平
和
条
約
に
不
信
を
抱
い
た

こ
と
か
ら
書
か
れ
た
と
云
う
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
が

大
学
の
専
門
書
を
寸
評
す
る
よ

う
な
こ
と
は
い
く
ら
厚
顔
無
恥

な
私
で
も
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
カ
ン
ト
の
代
表
的
著
書
と

云
え
ば
「
純
粋
理
性
批
判
」
を

始
め
と
す
る
三
批
判
書
で
あ
る

が
、
こ
の
一
冊
で
疲
れ
切
っ
た

私
が
そ
れ
ら
を
手
に
す
る
こ
と

は
な
い
と
断
言
で
き
よ
う
。
情

け
な
い
話
だ
が
、
私
が
理
解
で

き
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
は
る
か
範

囲
外
に
カ
ン
ト
は
位
置
す
る
こ

と
だ
け
が
理
解
で
き
た
。
猫
に

小
判
、
豚
に
真
珠
。
そ
し
て
、

私
に
カ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

 

　

カン
ト
が
生
ま
れ
た
東
プ

ロ
シ
ア
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ

は
、バ
ル
ト
海
に
接
す
る
港

湾
都
市
。現
在
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
に
挟
ま
れ

た
飛
び
地
で
、ロ
シ
ア
が
実

効
支
配
し
て
い
る
。言
わ
ば

ド
イ
ツ
版
北
方
領
土
で
カ
リ

ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
呼
ば
れ

て
い
る
。昔
、こ
の
街
に
は
七

つ
の
橋
が
掛
か
って
い
た
。こ

の
七
つ
の
橋
を
全
て
、し
か

も
一
回
だ
け
通
って
渡
れ
た

者
に
は
賞
金
が
出
た
が
、誰

ひ
と
り
そ
れ
を
手
に
し
た
者

は
い
な
か
った
。こ
れ
が
有

名
な
「ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
の

橋
渡
り
」で
あ
る

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
の

橋
渡
り

せんとらるＳtation待合室

 

　　　　　　　　　　オイラーの証明を簡潔に記
　　　　　　　　　　すことは容易だが、それは
　　　　　　　　　　そのまま答えを書いてしま
　　　　　　　　　　うことになるので控える。
　　　　　　　　　　次の二つの図は一筆書きが
可能である。ヒントは線ではなく点にある。これ
が解けた時に、ある法則に気付くはずだ。それが
オイラーの証明である。

　オイラーは、先ずこの問題を下の図Ａのように
四つの島や地区を点で、七つの橋を線で表した。
そして、この図が「一筆書き出来るか」と問題を
単純化し不可能と結論付けた。
　　　

　「ケーニヒスブルグの橋渡り」の問題は、カン
トがまだ12歳の少年だった1736年、著名な数学者
オイラーが不可能であることを証明した。

図Ａ

せんとらるライナー乗務員室　

高
校
で
は
文
系
、
大

学
で
理
科
系
に
転
向
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の

配
合
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
管
理
さ
れ
て
お
り
毎

回
同
じ
は
ず
な
の
だ
が

天
候
や
使
用
材
に
よ
っ

て
微
妙
に
異
な
る
。
そ

こ
を
デ
ー
タ
ー
と
五
感

と
経
験
を
も
っ
て
微
調

整
す
る
時
、
無
機
質
な

機
会
が
人
間
臭
く
感
じ

る
。
そ
こ
が
楽
し
い
。

趣
味
は
仕
事
と
も
生
活

と
も
無
関
係
な
知
識
を

得
る
こ
と
。
最
近
蓄
え

た
無
駄
知
識
は
幾
何
代

数
、
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
、

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
生

成
か
ら
蒸
発
、
世
界
史

…
。
お
客
さ
ん
あ
っ
て

の
仕
事
。
暇
が
一
番
辛

い
と
語
る
仕
事
人
間
。

住まい／恵那市大井町
所　属／セントラル建設ｱｽｺﾝｾﾝﾀｰ
勤　続／４年
趣　味／無駄な知識を蓄える
　　　　こと
モットー／ケ・セラ・セラ 勝　昌弘

　

前
身
は
大
正
十
二
年
創
業

の
満
寿
喜
旅
館
。
直
系
で
三

代
目
の
美
人
熟
女
姉
妹
が
満

面
の
笑
顔
で
切
り
盛
り
す
る

姿
は
老
舗
な
ら
で
は
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
感
じ
さ
せ
る
。
百
種
類

を
超
す
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
の

殆
ど
は
原
材
料
か
ら
の
仕
込

み
。
決
し
て
手
抜
き
は
し
な

い
。
自
慢
料
理
は
？
と
聞
く

と
「
来
店
し
て
お
尋
ね
下
さ

い
」
と
、
自
信
に
満
ち
た
返

答
。
一
昨
年
、
直
営
店
の
パ

ス
タ
・
定
食
「
み
む
ら
」
を

オ
ー
プ
ン
。
自
家
製
ソ
ー
ス

と
生
麺
と
盛
り
の
多
さ
で
人

気
を
集
め
る
。

『
ま
す
き
』

　

昨
年
一
月
に
多
治
見
に
オ
ー

プ
ン
。
注
目
の
的
は
何
と
言
っ

て
も
ベ
ー
グ
ル
。
十
二
時
間
に

も
及
ぶ
低
温
発
酵
で
外
は
『
カ

リ
ッ
』
と
、
中
は
『
モ
チ
ッ
』

と
し
て
食
感
抜
群
。
ま
た
牛
乳

・
バ
タ
ー
・
卵
を
一
切
使
用
し

な
い
た
め
、
極
め
て
低
カ
ロ
リ

ー
。
一
枚
一
枚
丁
寧
に
焼
い
た

ク
レ
ー
プ
も
人
気
。
ド
リ
ン
ク

も
デ
ザ
イ
ン
カ
プ
チ
ー
ノ
を
始

め
豊
富
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
落

ち
着
き
の
あ
る
大
人
の
空
間
が

演
出
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
か
ら

shinsui@wadm.jp

に
空
メ
ー

ル
を
送
る
と
お
得
な
情
報
が
届

く
。

せんとらるライナー　食堂車

営業時間　
AM11:00～PM  2:30
PM  5:00～PM10:00 
月曜日定休
（祭日の場合は翌日）

ますき　0573-25-2667
みむら　0573-25-0361
（ユニクロ西向かい）

営業時間 
ＡM9:00～PM11:00 
9時～モーニング
11時～ランチ・ベーグル販売開始
無休
　

多治見市住吉町7-29-1
ファインビル住吉Ⅲ
0572-56-5584

『                

心
粋
』

ピアゴ

ｵｰﾄﾊﾞｯｸｽ

コメダ
珈琲

住吉町５

恵那駅

ココストア
丸田屋

土田屋

16,000円

介 護 の 現 場 か ら  シ リ ー ズ 　 ‐ 4 ‐
　　

本
誌
せ
ん
と
ら
る
ラ
イ
ナ
ー
一
号
〜
三

号
ま
で
、
住
宅
内
内
の
危
険
、
認
知
症
、

肺
炎
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
号
は
難
し
い
話
題
は
ち
ょ
っ

と
お
休
み
し
て
皆
さ
ん
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

■
深
く
て
ゆ
っ
く
り
の
呼
吸

　

糖
尿
病
性
の
昏
睡
や
脳
梗
塞
な
ど
に
意
識

　

の
障
害
が
疑
わ
れ
ま
す
。

■
浅
く
て
回
数
の
多
い
呼
吸

　

発
熱
の
他
、
心
臓
や
肺
の
病
気
が
疑
わ
れ

　

ま
す
。

■
浅
く
て
回
数
の
多
い
呼
吸
が
長
く
続
く
場

　

合

　

過
呼
吸
（
過
喚
気
）
症
候
群
と
言
わ
れ
精

　

神
的
負
担
か
ら
な
る
こ
と
が
多
く
、
応
急

　

処
置
と
し
て
紙
袋
な
ど
を
口
に
あ
て
て
呼

　

吸
を
続
け
て
い
る
と
息
苦
し
さ
は
治
ま
り

　

ま
す
。

■
浅
い
呼
吸
と
深
い
呼
吸
を
繰
り
返
す
場
合

　

脳
血
管
障
害
の
よ
う
な
中
枢
障
害
も
考
え

　

ら
れ
ま
す
。

■
徐
脈

　

一
分
間
に
五
十
回
以
下
の
場
合
は
、
心
臓

　

に
病
気
の
あ
る
可
能
性
が
高
く
考
え
ら
れ

　

ま
す
。

■
頻
脈

　

一
分
間
に
百
二
十
回
以
上
場
合
は
、
発
熱

　

や
脱
水
、
貧
血
が
あ
る
と
脈
が
増
え
る
こ

　

と
が
多
く
、
高
齢
者
に
は
稀
で
す
が
、
甲

　

状
腺
の
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

　

す
。
頻
脈
と
同
時
に
胸
が
苦
し
い
と
い
う

　

よ
う
な
訴
え
が
あ
る
場
合
は
、
心
臓
や
肺

　

の
病
気
が
疑
わ
れ
ま
す
。

■
脈
が
弱
い
・
左
右
差
が
顕
著

　

左
右
差
が
顕
著
な
場
合
は
動
脈
硬
化
が
進

　

み
、
動
脈
が
詰
る
病
気
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
が
あ
る
方
は
要
注
意
で
す
。

　

因
の
こ
と
が
多
く
、
利
尿
剤
を
服
用
し
て

　

い
る
場
合
に
も
起
こ
り
ま
す
。

■
乏
尿

　

尿
量
が
四
〇
〇
ｍ
ｌ
以
下
の
状
態
を
乏
尿

　

と
い
い
ま
す
。
乏
尿
は
脱
水
、
心
不
全
、

　

腎
臓
病
な
ど
が
原
因
で
す
。
多
尿
・
乏
尿

　

と
も
に
医
師
の
診
察
が
必
要
で
す
。

　

健
康
な
成
人
の
尿
の
排
泄
量
は
一
日
に
一

　

〇
〇
〇
ｍ
ｌ
〜
一
五
〇
〇
ｍ
ｌ
。
個
人
差

　

が
あ
り
ま
す
が
、
膀
胱
に
三
五
〇
ｍ
ｌ
程

　

度
た
ま
る
と
尿
意
を
感
じ
ま
す
。
排
尿
回

　

数
は
一
日
五
〜
六
回
程
度
で
す
が
、
気
温

　

や
水
分
摂
取
量
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
老
化
に
伴
い
膀
胱
の

　

量
が
小
さ
く
な
る
の
で
、
排
尿
回
数
も
多

　

く
な
り
が
ち
で
す
。

■
頻
尿

　

一
日
に
十
回
以
上
、
三
〇
分
お
き
に
尿
意

　

を
催
す
状
態
を
頻
尿
と
い
い
ま
す
。
頻
尿

　

に
は
病
気
が
原
因
の
場
合
と
精
神
的
な
も

　

の
が
原
因
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
多
尿

　

一
日
の
尿
量
が
三
〇
〇
〇
ｍ
ｌ
を
超
え
る

　

状
態
を
多
尿
と
い
い
ま
す
。
糖
尿
病
が
原

【
尿
の
異
常
と
考
え
ら
れ
る
病
気
】

血
尿
・
尿
の
に
ご
り･･･

腎
炎
・
腎
盂
腎 

　

炎･

尿
路
結
石
膀
胱
炎
・
尿
路
ガ
ン
等

尿
が
黄
褐
色･･･

肝
臓
病
（
黄
疸
）
・
消

　

化
器
出
血
等

尿
に
泡
が
立
つ･･･

糖
尿
病
等

尿
量
が
多
い･･･

糖
尿
病
・
利
尿
剤
の
服

　

用
等

尿
量
が
少
な
い･･･

脱
水
状
態
・
仁
機
能

　

低
下
（
腎
不
全
）
等

尿
が
出
な
い･･･

高
度
の
脱
水
・
心
不
全

　

な
ど
の
尿
量
が
減
少
す
る
疾
患
及
び
尿

　

路
ガ
ン
な
ど
物
理
的
な
排
泄
障
害

頻
尿･･･

膀
胱
炎
・
尿
道
炎
・
前
立
腺
炎

　

・
前
立
腺
肥
大
症
等

強
い
ア
ン
モ
ニ
ア
臭･･･

膀
胱
炎
等
に
よ

　

る
細
菌
尿
・
肝
臓
病
（
高
ア
ン
モ
ニ
ア

　

血
症
）

甘
っ
た
る
い
臭
い･･･

糖
尿
病
・
飲
酒
後

　

等
、
食
物
に
よ
っ
て

　
　
　

■
便
の
形

　

理
想
的
な
便
は
バ
ナ
ナ
状
で
量
は
一
〇
〇

　
ｇ
〜
二
〇
〇
ｇ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

大
腸
ガ
ン
な
ど
で
腸
の
内
腔
が
狭
く
な
っ

　

た
り
、
伸
び
が
悪
く
な
る
と
便
が
細
く
な

　

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

■
臭
い

　

便
の
臭
い
の
も
と
は
腸
内
細
菌
に
よ
っ
て

　

タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
さ
れ
て
出
来
る
ス
カ

　

ト
ー
ル
、
イ
ン
ド
ー
ル
と
い
う
物
質
に
よ

　

り
ま
す
。
便
秘
な
ど
で
腸
内
の
滞
留
時
間

　

が
長
く
な
る
と
臭
い
は
強
く
な
り
ま
す
。

　

食
事
の
内
容
や
消
化
の
状
態
に
よ
っ
て
は

　

臭
い
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
高
齢
者
の
健

　

康
状
態
を
知
る
上
で
は
臭
い
も
重
要
な
サ

　

イ
ン
で
す
。

【
便
の
色
で
考
え
ら
れ
る
病
気
】

白
っ
ぽ
い
便･･･

胆
の
う
が
ん
・
膵
臓
が

　

ん
・
胆
石
な
ど

真
っ
黒
な
便･･･

胃
が
ん
・
胃
潰
瘍
・
十

　

二
指
腸
潰
瘍
な
ど
か
ら
の
出
血
。
一
般

　

に
タ
ー
ル
便
と
呼
ば
れ
、
放
置
さ
れ
る

　

と
命
に
か
か
わ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

　

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
。

赤
い
便
・
痔
な
ど･･･

赤
い
血
が
混
じ
っ

　

て
い
る
便
は
便
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら

　

の
出
血
な
の
で
、
痔
な
ど
肛
門
に
近
い

　

と
こ
ろ
の
病
気
が
多
く
、
命
に
か
か
わ

　

る
自
体
で
は
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
出

　

血
が
続
く
と
貧
血
が
進
行
す
る
の
で
原

　

因
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（   　
ラ
イ
フ
ケ
ア
事
業
部
・
川
嶋
）

　

最
後
の
早
慶
戦
の
九
回

裏
。
粘
り
に
粘
っ
た
渾
身

の
一
振
り
は
、
三
遊
間
を

真
っ
二
つ
に
破
る
人
生
最

高
の
一
打
。
そ
の
瞬
間
、

神
宮
に
「
紺
碧
の
空
」
の

大
合
唱
が
鳴
り
響
き
、
見

て
い
る
も
の
全
て
に
感
動

と
勇
気
を
与
え
た
。
試
合

後
、
主
将
の
あ
か
し
栄
光

の
背
番
号　

は
あ
の
ハ
ン

カ
チ
王
子
こ
と
斎
藤
佑
樹

へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
こ

の
四
月
か
ら
は
瑞
穂
市
に

あ
る
朝
日
大
学
に
勤
務
。

指
導
者
を
目
指
す
。

　

恵
那
生
ま
れ
の
恵
那
育

ち
。
小
学
校
で
野
球
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
長
島
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
東
濃

フ
レ
ン
ズ
ボ
ー
イ
ズ
を
経

て
中
京
高
校
へ
進
む
。
残

念
な
が
ら
甲
子
園
出
場
は

果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
幼

い
頃
か
ら
夢
見
た
早
稲
田

大
学
野
球
部
に
入
部
。
外

野
手
と
し
て
活
躍
。
最
終

学
年
の
昨
年
度
は
第
九
十

九
代
主
将
と
な
る
。

 

　
せ
ん
と
ら
る
ラ
イ
ナ
ー
一
日
車
掌

　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
野
球
部
前
主
将
　
山
川
陽
祐
さ
ん

＋＋ ＋

 

 

対象者 定住促進による減免（固定資産税）
市内業者と契約し、

地域材の柱を使用した住宅の新築
定住促進奨励金 義務教育以下の子供がいる場合

 
  
　

 

  
 
　　　
 
　　　

　　　 

 
　　 
 

　市内在住者  

  
　
　　　
　
　　　

  

市外からの転入者

　(初めて転入される方、もしくは
　恵那市から転出されて3年以上

　経過している方）

  
　

 

120㎡以下の固定資産税額を減免

　・新築住宅に対する減額措置（国）
　　　⇒固定資産税を1/2減免（３年間）
　・定住促進に対する減額措置（市）

　　　⇒固定資産税を1/2減免（３年間）

　地域材柱の使用料に応じて
　　　4.5万円から20万円を交付

120㎡以下の固定資産税額を減免

　・新築住宅に対する減額措置（国）
　　　⇒固定資産税を1/2減免（３年間）
　・定住促進に対する減額措置（市）

　　　⇒固定資産税を1/2減免（３年間）

一律25万円の奨励金

（左記の固定資産税の
　　　 減免に該当する方）

　１人につき５万円の加算
　　（左記の固定資産税の減免に
　　　該当する方）

該当なし 該当なし該当なし


